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衆
議
院
議
員
木
村
太
郎
君
提
出
餓
死
者
対
策
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

平
成
二
十
二
年
人
口
動
態
統
計
に
よ
る
と
、
同
年
の
食
糧
の
不
足
に
よ
る
死
亡
者
数
は
、
三
十
六
人
で
あ
る
。
年
齢
別
で

は
、
三
十
歳
代
が
三
人
、
四
十
歳
代
が
八
人
、
五
十
歳
代
が
九
人
、
六
十
歳
代
が
九
人
、
七
十
歳
代
が
四
人
、
八
十
歳
代
が

二
人
、
不
詳
が
一
人
で
、
四
十
歳
代
か
ら
六
十
歳
代
ま
で
の
死
亡
者
数
が
多
い
。
男
女
別
で
は
、
男
性
が
三
十
人
、
女
性
が

六
人
で
、
男
性
の
死
亡
者
数
が
多
い
。
都
道
府
県
別
で
は
、
神
奈
川
県
が
五
人
で
最
も
多
く
、
北
海
道
及
び
兵
庫
県
が
三
人
、

埼
玉
県
、
東
京
都
、
長
野
県
、
愛
知
県
及
び
奈
良
県
が
二
人
、
岩
手
県
、
福
島
県
、
茨
城
県
、
群
馬
県
、
新
潟
県
、
石
川
県
、

岐
阜
県
、
静
岡
県
、
京
都
府
、
徳
島
県
、
香
川
県
、
福
岡
県
、
鹿
児
島
県
及
び
沖
縄
県
が
一
人
、
不
詳
が
一
人
で
あ
る
。

餓
死
に
至
る
要
因
と
し
て
は
様
々
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、御
指
摘
の
さ
い
た
ま
市
及
び
立
川
市
の
事
例
に
つ
い
て
は
、

支
援
を
必
要
と
す
る
住
民
の
状
況
を
地
方
公
共
団
体
が
適
切
に
把
握
で
き
ず
、
必
要
な
支
援
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
要

因
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

二
及
び
三
に
つ
い
て

餓
死
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、
支
援
を
必
要
と
す
る
住
民
の
状
況
を
地
方
公
共
団
体
が
適
切
に
把
握
し
、
必
要
な
支
援
が

一



行
わ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
政
府
と
し
て
は
、
地
方
公
共
団
体
に
対
し
て
、
地
方
公
共
団
体
の
福
祉
部
局
と
電
気
事
業
者
、
ガ
ス
事
業
者

等
と
の
連
携
の
強
化
等
を
要
請
す
る
と
と
も
に
、
地
域
福
祉
等
推
進
特
別
支
援
事
業
等
の
実
施
に
よ
り
、
地
域
で
の
高
齢
者

等
に
対
す
る
見
守
り
活
動
や
民
生
委
員
及
び
児
童
委
員
等
の
関
係
機
関
の
連
携
等
を
支
援
し
、
先
進
的
な
取
組
を
地
方
公
共

団
体
等
に
対
し
て
広
く
情
報
提
供
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
と
も
、
こ
れ
ら
の
取
組
を
進
め
て
い
き
た
い
。

二


